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1. 細 菌 科

① 猥紅熱多発栗因に関する調査研究（継続）

本県に多発する狸紅熱の多発要因を溶連菌の疫学像並

びに感染と免疫との関係から解析するとともに，溶連菌

感染を継起とする腎炎などの続発疾患の発生についても

調査し，これが予防対策を検討することを目的として昭

和47年度から実施してきた．

本年度は，溶連菌感染時におけるT凝集素産生並びに

溶連菌型別試験を中心にして第 1表に示すごとき調査を

行なった．その結果， T凝集素は④T型の種類によって

表I.

一月～一門」呼 I s I 6 I 7 
T型別に関する調査II sor--1 
芸胃平息目鷹 I2,394| I I 

T凝集素と ASLO I 
に関する比較調査 I I I 

雙烹皐唇緊岱喜畠は 1 | 1 133| 

合 計 |2,3941 soi t 331 

その産生の良否がある，＠薬剤治療が効果的な場合には

その産生がわるい，◎血清疫学的感染指標としてはAS

LO価と相違して型特異的であり，より精密な疫学的解

析が可能である，ことがわかった．又，昭和50年度におけ

る侵襲溶連菌の主流はT4型苗およびT12型菌であった．

捏紅熱多発要因に関する調査実績

9 I I。I11 I 12 ¥S5/ ¥ 2 I 3 I合計
¥ I ¥ I I 1091 381 197 

~ 2,665 

I I I I I I 叫 271

I I I I I I I 133 

¥ I I I ¥ 262¥ 4271 3, 266 

我が国におけるサルモネラ菌の菌種及び汚染頻度が増加

し，サルモネラ菌による食中毒や感染症が多発の傾向を

みせていることから，本県におけるその実態を明らかに

し今後の対策に資するために，本研究が本年度から開始

された。

得られた成績は，サルモネラ藷の本県内における侵淫

が漸増していることを示唆したが，詳細については資料

の部 (P37)に報告した。
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R プドウ球菌食中毒の迅速検査方法に関する調査

研究（継続）

本研究は，細菌性食中毒として腸炎ピプリオ菌につい

で発生頻度の高いプドウ球菌食中毒について腸管毒素工

ンテロトキシンを原因食品から直接，迅速に検出する方

法を検討するために昭和47年度から実施してきた．

本年度は，昨年度に引続いて，ニンテロトキシソAの

精製法（日本細菌学雑誌，第31巻， 第2号， 317ー 322

(1976))を更に検討するとともに，この検出方法(Japa-

nese J. Microbiology投稿中）を模擬食品等を用いて

検討した．特に，検出方法については，凍結乾燥感作赤

血球（長期間保存安定）を用いた受身赤血球凝集阻止反

応の開発によってエンテロトキシンを闊感度に検出し得

ることがわかり，検査面への実用化に一歩前進すること

ができた。

⑥ サルモネラ菌の生活環境汚染に関する調査研究

（新）

近年，家畜飼料，食肉，鶏卵等の輸入の増大に伴い，

④ 百日曖流行予測調査

百日咳は，④その発生実態が明確でないことおよび＠

百日咳ワクチンの副作用問題がクローズアップされてい

ること，の2点から再検討されているが，本研究は，県

内2地区（秋田市及び小坂町）住民228名を対象に百日

咳免疫保有調査を行なってその免疫度を明らかにしよう

としたものである。詳細は資料の部 (P41)に報告す

るが，今後この調査を継続し，百日咳予防対策に資した

し‘•

⑥ 伝染病標準菌株等の継代試験（網続）

当所が県内における感染症及び食中毒微生物センクー

として機能するために．伝染病および食中毒病原菌の標

準菌株および県内分離菌株を，第2表に示すごとく，継

代維持した．

表2.

--- 月別 S50
試験項目 ．． ー」 4 

伝染病菌及び食中毒 I
菌の継代維持試験

伝染病菌および食中毒菌の標準菌株等の継代維持試験実績

sl6171sl9l10  

2土門 22| 30| 198| 

II I 12IS51I I 2 1 3 

2471 1751 2761.. 221 

I合計
85| 1, 202 
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2. ゥ ィ Iレ ス 科

① ウイルス感染症の病原分析に関する調査研究

（継続）

本研究は県内に発生する各種ウイルス感染症の病原分

析を的確に行なってこれが予防対策に資すること並びに

ウイルス検査機関として機能することを目的として実施

されているが，本年度の調査成績は第 1麦に示すごとく

であった．すなわち，本年度の特徴はA/Victoria型の

表I. ウイルス感染症の病原検索実績 (S.so. 4~S.51. 3) 
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インフルニンザが県内全域に多発流行したこと，マイコ

プラズマによる原発性異型肺炎が多発したことおよび8

年振りの風疹の流行に伴い妊婦などの風疹免疫保有検査

が増加したことなどである．又，乳幼児間における下痢

症が秋期～冬期にかけて多発し，これに伴う免疫電子顕

鏡学的検査が実施されたこと，および幼稚閑で冬期に発

生した食中毒様集団発生例についても同様の検査が行な

われた結果，病原として可能性のあるウイルス様粒子が

検出され，更に詳細な検討が現在すすめられているこ

と，なども本年度の特徴であった．

第 1表に示した以外に， ヒトインフルニンザウイルス

と鳥又は動物インフルニンザウイルスのあいの子インフ

ルニンザウイルスー一新流行株の出現に関する予備的調

査，並びに各インフルエンザウイルス間における免疫学

相関性に関する予備調査であるがこれについては本調査

の結果を得て報告する考えである．
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R 血清肝炎—HB抗原の疫学的謂査研究（継続）

本研究は血清肝炎の病原であるHB抗原の県内におけ

る疫学像及び伝播様式を明らかにし，その予防対策を検

討することを目的として実施されてきた．

本年度は，これまでのHB抗原分布解析につづいて，

HB抗体の保有状況についてラジオインムノアッセイ法

によって調査した．この調査は昭和51年度にも引続き実

施されるので，それらの成績も得た上，別途報告する考

えである．いずれにしろ，約2％のHB抗原保有率を前

提にいろいろな予防対策が考えられていくわけであるが

東京都におけるHB抗原対策もふまえて，できるだけ早

急に結論を導いていきたいと考えている．

⑥ ウイルスの疫学および生態学に関する調査研究

（継続）

本研究は，ウイルスの疫学像および生態像を血清学的

に解析し，ウイルス感染症の予防対策に資することを日

的として実施されてきたが，本年度は， 8年振りの風疹

の流行をむかえて，風疹の予測惑染年令屈とその度合お

よび妊娠適令期女性の免疫保有度等を中心に調査した．

又，アデノ，水痘，麻疹，ヘルペスなどについても調牡

したが，特に，単純ヘルペスウイルスに対する免疫保有

率の低下がみられ，青年期前後からの本ウイルスの初感

3. 食 品

① 有害化学物質の汚染に関する衛生学的調査研究

（網続）

1． 人体脂肪組織中のPCB含有最謁在目的

前年度までの調査により人体脂肋組絨中のPCBの組

成は，分解が遅く毒性の強い五塩化物，六塩化物の構成

比が高くなって来ていることが解った．これらば慢性毒

性があり，更に蓄積性も高いので，人体内蓄梢状況を明

らかにし，健康管理に資する．

実絨概要 1)検体人体脂肋

2)実施件数

:. 1:[] }計16（牛
2. 人体脂肪組織中の残留農薬岩禎：1,1：［Jl,l在

目的

前年度までの講在により，人体脂肪組艤中の有機塩素

系農薬の蓄積は，現在もなお続いている状況である．特

に毒性が強く，分解の遅い ~-BHC の減少がみられな

ぃ．またPCB等との複合汚染が1:!]逍となりつつあるの

で継続澗査し，健康管理に資する．

染と脳神経疾患（48年，単純ヘルベスウイルスによる脳

炎死亡者 1名発生）の発生が今後漸次問題になる可能性

も予測された．

④ ウイルス感染症の細胞免疫に関する調査研究

（継続）

本研究はウイルス感染とその防御に関与する細胞性免

疫の意義とその測定方法について検討することを目的で

実施しているが，本年度は人未梢血を用いて麻疹に対す

る細胞性免疫の検出方法について検討した．しかし，我

々が現在行なっているマクロファージ遊走阻止試験を血

猜疫学レベルまで拡大にするには問題点がいくつかある

ことがわかったので，これらを解決するとともに，ウイ

ルス種領域を拡げて今後検討をすすめていく考えである

⑥ポリオ及び日本脳炎に関する流行予測調査（継

続）

本調査は昭和42年から実施されているが，本年度はボ

リオについては秋田市及び小坂町住民を対象に，また，

H本脳炎は秋山市，大館市及び横手市のと畜場豚を対象

にそれぞれ謁鉦した．

これらの結果については資料の部 (P55及びP59)で

報告する．

術 牛^ 科

実績概要 1)検体人体脂肪

2)実施件数

:・ l:[] }計16件
3. 合成樹脂製容器包装中の有害化学物質調在

目的

合成樹脂製容器包装中には人体に有甚な化学物質を含

有するものがある．本年度はこれらのうちフクル酸ニス

テルの含有耽を澗査するとともに，内容物への移行の実

態を把捏し，食品の安全確保に資する．その結果につい

ては資料の部 (P67)に報告する．

4. 水銀の人体菩積澗在

目的

前年度の凋牡により，魚介類販売業者の頭髪中の水銀

令有燿は一般住民に比べて高く汚兜暫定対策枯準値に

達する者もみられたので継続調在し，健康管理に賓す

る．

実績概要 I)検体頭髪

2)実績件数 4家族15(11:
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4. 衛 生 化 学 科

① 放射能測定調査

目的

放射性降下物等による環境放射能の実態を把握し，こ

れが対策に資する．

結果

雨水，土壌等34検体の放射能を測定したほか， 44検体

の核種分析用試料を日本分析センクーに送付した．その

詳細については資料の部（ ）で報告する．

5. 環 境

① 重金鳳汚染の環境医学的調査研究

第4報ー70オ以上の検診成績ー（継続）

重金属汚染の環境医学的調査の一環として，カドミウ

ム汚染地区における健康被害の実態，カドミウムの経ロ

摂取量と健康障害の関連，人体臓器内の蓄積量等を調査

研究し，今後の指導と対策に資する．

対象地区並びに対象人員

小坂町 70オ以上

：悶｝計 113人

R 温泉の適正な利用に関する研究

目的

県内96の源泉について水銀，カドミウム．亜鉛，銅．

鉛， ヒ素，フッ素の含有量を調査する．

結果

本年度は62件の分析を終了したが，残りを51年度に実

施し，その結果は全部終了後報告する．

衛 生 科

井川町 70オ以上

：悶｝計 38人

合計 151人

本調査研究の詳細は，資料の部で報告する．

R 不適欽料水の調査研究

一雄物川町の上水水源調査ー（新規）

雄物川町の上水水源は，マンガンが水道法の基準を越

えるものが多い．この地区について実態調査を行ない，

水道水の維持管理，水道行政の推進に資する．

調査結果を麦1, 2に示す．
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表1. 雄物川町水道原水水質調査成績 昭和50年 7月30日～31日採水

2
7
 

項 気 水 pH PpH アンモニフ亜硝酸 硝酸
贔讚梢マ代ンリカウ’且ム/ 

鉄 マンガン ナトリ カリウム 力 1しシ マグネ 銅 鉛 亜鉛 カト、ミ 塩素 溶性 リン殺 硫酸 総アル 総酸股 ヒドロ炭 遊離
蒸残留椛発
導電率

II 温 温
性窒桑性窒素 性空索 ウム ウム シウム ウム イオン ケイ酸 イオン イオン カリ疫 酸イオン 炭酸

況℃ ℃ じークー メーター ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 
準

地』 fii 5.8以f|¥ 同時に検出 IOppm IUpprr 0.3ppm 0.3ppm ¥ ＼ ＼ ＼ I Oppm O.lppm l.Oppn ？ 定基準 200pprr ＼ ＼ |¥ ＼ ¥ ＼ ＼ 50以0pFp, ¥ 8.6以ト しないこと 以下 以下 以F 以F 以下 以F 以下 Olp以p下m 以下
区限
界 0.02 0.002 0.1 0.1 0.01 0.01 0.5 0.2 0.01 0.02 0. 0 1 0.01 0.01 0.001 0 I 2 0.1 

名 ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

1.新城小出 32.2 訟2 5.8 6.1 不検出不検出 3.57 1.5 0.08 2.10 18.3 5.7 13.7 4.7 0.01 0.00 0.06 0.000 32.0 30.2 0.1 27.6 28.8 22.6 54.9 19.8 222 250.0 

2.薄井東 況．215.0 5.6 6.3 不検出検出 4.03 2.3 0.08 1.61 19.2 10.0 12.6 4.4 0.01 0.00 0.05 0.000 33.7 25.7 0.2 33.9 27.8 43.2 45.l 38.0 230 262.2 

3.高畑J-． 32.5 12.5 5.6 6.1 検出不検出 2.71 2.6 0.08 1.86 24.0 76 14.2 5.7 0.01 0.00 0.01 0000 113 26.8 0.2 26.3 37.8 36.5 70.1 32.1 228 288.5 

4.沼／柵 お3ltO 6.2 6.4 不検出不検出 0.27 2.6 0.10 1 42 16.0 6.3 14.2 6.2 0 01 000 0 02 0.000 30.0 34.1 0.2 26.6 47.8 30.0 64.0 26.4 195 256.5 

5.下谷地 29.7 125 6.4 6.5 検出 検出 0.30 4.1 0.14 2.17 17.8 5.5 12.8 4.5 0.00 0.00 0.03 0.000 28.0 31.2 0.2 19.6 48.8 19.0 73.2 16.7 168 231.0 

6.首 塚況014.0 5.8 6.2 不検出検出 3 41 1.8 0.04 0.02 15.4 4.0 12.0 3.3 0.01 0.00 0.04 0.000 30.7 18.7 0.1 25.6 19.8 19.0 30.5 16.7 149 196.0 

7.造 Il」'l1.517.5 み8 5.7 不検出険出 0.85 2.2 0.04 0.01 12.7 1.4 9.6 2.6 0.01 0.00 0.10 0.000 22.6 17.1 0.1 20.6 14.5 39.5 30.5 34.7 114 151.5 

8.東 里 29.02L5 5.8 6.1 不検出不検出 1.86 3.4 0,01 1.14 20.4 8.4 10.5 3.6 0.01 0.00 0.02 0.000 32.0 19.5 0.2 19.3 34.2 41.5 52.6 36.5 151 223.0 

9.道 地 29,016.8 5.8 6.0 不検出 不検出 2.33 1.8 0.01 0.01 13.1 1.2 7.2 3.6 0.02 0.00 0.02 0.000 24.0 20.l 0.2 14.8 16.8 21.5 36.4 18.9 142 151.5 

10.下西野 28.0 IL5 6.0 6.2 不検出検出 3.99 2.6 0.14 0.78 22.8 55 14.6 5.7 0.00 0.00 0.01 0.000 38.0 24. 7 0.2 18.3 42.8 43.0 48.8 37.8 250 273.0 

11．矢 神 32,0141 5.0 56 不検出 不検出 1.74 3.3 0.08 0.03 16.6 1.6 2.8 26 0.00 0.00 0.01 0.000 27.3 31.2 0.4 13.0 2.8 28.5 27.4 25.0 147 142.0 

12.雄物川 Zl.O 30.8 7.6 7.0 検出検出O.l未p満μr 5.0 0 20 0.03 12.0 1.9 9.4 2.4 0.00 0.00 0.01 0.000 22.0 15.8 0.2 12.8 21.2 2.5 40.5 2.2 130 132.5 

13.大 沢26.5訟3 5.8 5.6 不検出不検出 6.20 2.5 0.04 0.03 43.0 8.7 14.4 7.3 0.00 0.00 0.01 0.000 86.7 13.3 0.2 13.8 21.2 43.5 41.4 38.2 316 420.0 

14.石 塚l/.514.0 6.2 6.1 不検出 不検出0.lpim 3.4 160 1.64 15.8 1.9 15.0 4.4 0.00 0.00 0.01 0.000 24.6 28.8 0.2 34.4 40.0 41.0 57.9 36.0 220 224.5 木満

15.桑 木'll.0l10 5.8 5.7 不検出不検出 I 1.48 3 I 0.08 0 02 30.0 24.6 15.2 4.4 0 02 0.00 0.01 0.000 44.7 15.2 0.2 33.9 18.0 34.5 25.6 30.3 274 344.5 



表2. 雄物）II町水道原水水質調査成績 昭和51年3月29日～30日採水

2
8
 

項
n気 水 pH RpH ァ・ノモニ7亜硝酸 硝醜 過戴情費ンリガウ量ム／ 鉄 ヤンガン ナトリウ カリウム カルシ マグネシ 銅 鉛 亜鉛 カト9ミウ 塩素 溶性 リ・ノ酸 硫酸 総アル総酸度 ヒドロ怯 遊離 蒸発 導電率

温 温 性窒索 性窒索 性窒祟 ム ウム ウム ム イオン ケイ酸 イオン イオソ カリ度 酸イオ・ 炭酸 残留物
呪，℃ ℃ し→—)kメークー ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

地

ド裔 58 .8.6位以1下; ＼ 
同時に検出 IOppm IO ppm 0.3ppm 0.3ppm 

＼ ＼ ＼ ＼ 
1.0ppm O.lppm l.Oppm 0哲.0iと1基準 200ppn ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ で＼ しないこと 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 p以p下m 以F

0.02 0.002 0.1 0.1 0.01 0.01 0.5 0.2 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.001 0.1 2 0.1 

名 ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

I.新城小出 8.0 9.8 5.8 6.2 検出 検出 7.20 1.7 0.02 1.88 17.0 4.8 9.7 6.0 0.00 0.00 0.00 0.000 36.7 26.9 0.03 25.3 30.1 22.0 44.4 19.3 180 259.0 

2.薄井東 6.0 8.9 6.0 6.3 検出 検出 6.50 2.0 0.00 1.12 19.8 8.6 8.8 5.3 0.00 0.00 0.00 0.000 38.1 24.7 0.04 24.5 30.0 27.5 47.2 24.2 172 268.0 

3.高畑上 6.0 IQ5 6.0 6.2 検出 検出 5.90 2.3 0.01 0.33 21.3 7.3 9.4 6.5 0.00 0.00 0.00 0.000 44.0 27.6 0.04 16.3 38.5 46.0 60.0 40.4 185 288.5 

4.沼ノ柵 6.0 訟0 6.1 6.4 検出 検出 0.11 2.6 0.01 0.45 16.3 5.8 7.2 6.6 0.00 0.00 0.00 0.000 36.4 37.1 0.19 22.0 51.0 22.0 136.5 19.3 164 233.5 

5.下谷地 8.9 9.4 6.1 6.4 検出 検出 0.46 3.9 0.22 1.00 17.0 5.0 7.2 4.9 0.00 0.00 0.00 0.000 34.6 35.3 0.15 15.2 52.0 23.5 72.2 20.6 147 224.0 

6.首 塚

7.造 山 7.39.0 5.5 5.9 不検出 不検出 1.80 1.4 0.00 0.00 12.3 0.9 6.6 3.0 0.00 0.00 0.'10 0.000 29.8 19.3 0.03 12.9 17.5 31.0 27.8 27.2 94 149.5 

8.東 里 7.04.0 5.9 6.2 検出 検出 3.80 3.9 0.00 0.52 18.6 7.4 8.6 4.4 0.00 0.00 0.00 0.000 32.6 23.3 0.02 0.4 40.5 42.0 52.8 36.9 151 228.0 

9.道 地 8.29.2 5.7 6.0 不検出 不検出 1.80 1.7 0.01 0.00 13.3 0.8 4.7 4.1 0.00 0.00 0.00 0.000 31.2 23.5 0.04 12.3 19.2 25.2 33.3 22.1 113 145.0 

10．下西野 IL9 6.5 5.8 6.2 検出 検出 4.55 3.0 0.07 0.40 18.6 3.1 8.6 6.5 0.00 0.00 0.00 0.000 42.6 28.4 0.18 11.5 45.5 42.5 68.9 37.4 165 263.0 

11．矢 神 6.06.4 5.0 5.6 不検出 不検出 2.80 3.0 0.00 0.01 14.5 1.2 1.9 2.9 0.00 0.00 0.00 0.000 49.9 28.0 0.19 10.7 4.0 14.5 II.I 12.7 97 133.0 

12．雄物川 6.0 6.8 5.6 6.4 不検出 検出 0.56 3.9 0.07 0.03 7.0 0.8 4.7 1.7 0.00 0.00 0.00 0.000 19.0 14.5 0.04 11.7 5.5 5.5 16.7 4.8 88 95.2 

13．大 沢 8.09.6 5.7 5.7 検出 不検出 9.00 2.3 0.02 0.05 49.8 13.1 13.0 8.5 0.00 0.00 0.00 0.000 114.3 13.4 0.02 15.4 24.6 51.0 50.0 44.8 260 461.5 

14．石 塚 6.0l邸 6.2 5.8 検出 検出
0.01 
4.2 12.40 2.67 15.3 2.2 7.7 6.3 0.00 0.00 0.00 0.000 35.0 26.5 0.14 43.6 42.5 55.0 61.l 48.4 !76 240.0 

未満

15．桑 木 7.08.8 5.6 5.8 不検出 不検出 16.0 3.0 0.01 0.00 32.4 17.6 14.6 6.1 0.00 0.00 0.00 0.000 53.7 27.6 0.02 31.7 16.5 20.5 24.9 18.0 253 379.5 



6. 成 人 病 科

① 脳卒中多発要因に関する研究

1． 糖代謝異常と高血圧の検討
A 目的：脳卒中多発要因として，本県農村住民に多

い糖代謝異常と高血圧の関連について調査を行った．

B 方法：尿糖陽性者を対象に509ブドウ糖負荷試験

（経口）を行った．

調査地区：南秋田郡井川町，本荘市石沢，北内越地

区．

実旅人員：井川町90名，本荘市101名

実施期間：井川町，昭和50年10月23日～25日，本荘

市昭和50年12月4日～ 6日．

結 果：表1のとおりである．

表1. プドウ糖負荷試験の結果と血圧の関係

（年令30オ以上）

地区に＼辻雙］儡齋 1麿嗜I高血圧j型 別
I 11人 I ， 合7 I 3 ｛ 123人井正常型 (23.9) .5) 15.8)_ (25.8) 

I 28 I II I II I 50 

JI! 
境界型 (60.9) (45.8) (57.9) (56.2) 

I 7 I 4 I 5 I 16 糖尿病型 (!5.2) (16.7) (26.3) (18.0) 

町 ※計 I 46 I 24 I 19 I 89 
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

I 18 I 5 I 6 I 29 
本 正常型 (34.0) (25.0) (23.1) (29.3) 

I 28 I 12 I 16 I 56 

荘
境界型 (52.8) (60.0) (61.5) (56.6) 

I 7 I 3 I 4 I 14 糖尿病型 (13.2) (15.0) (15.4) (14. 1) 
市 ※計

I5!100.o)I翌100.d26c100.o)¥ 99 c100.o) 
※ 判定不能3名含まず （）内％

2. 脂質と動脈硬化に関する研究．

A 目的：本県農村男子住民にみられる動脈硬化と脂

質代謝の関連，ならびに特徴について調査した．

B 方法：胃部検診時採血および前記 (A報）糖負荷

試験時の血清精密検査を行なった．

検査項目：血清蛋白，脂質類，肝機能，その他．

調査地区：南秋田郡井川町，本荘市石沢および北内

越地区．

実施人員：糖負荷試験時， 1に同じ，胃部検診時採

血141名（井川町106名，本荘市35名）．

実施期間：糖負荷試験ー 1に同じ，胃部検診時採l(ll

井川町昭和50年7月．本荘市昭和50年8月，

解析は現在継続中である．

R 高血圧，脳卒中健康管理方法に関する研究

A 目的：高血圧の発症，増悪．脳卒中発症の様相は

地域の生活条件により顕著に異なる．したがって，これ

の管理方法も全国画ー的では十分な成果がえられないの

で，本県における高血圧，脳卒中の特性を把握して，適

正な管理方法の確立につとめる．

B 方法：循環器精密検診，高度高血圧者検診，脳心

事故発生状況調査．

調査地区：南秋田郡井川町，本荘市石沢および北内

越地区，前地区外本荘市（高度高血圧者検診）．

実施人員：井川町循環器検診I,180名（内224名は未

受診者検診として行なう）．本荘市循環器検診

926名，本荘市高度高血圧者検診224名．

実施期間：井川町循環器検診昭和50年4月15日～

22日，未受診者検診昭和51年 1月31日～2月1

日．本荘市循環器検診昭和50年9月7日～12日

高度高血圧者検診昭和50年 7月21,22日．

結 果：麦2のとおりである．

表2. 昭和50年度循環器検診者の管理分類

対象者管理分類＊

地区l性 l例数 1。| I | n | 直 I 計
（人） （人） （人） （人） （人）

井男 553 211 991 56 187 

川 ~11,168
町女 61+43繋(14．瓢．贔謬

本男 4491(33:;)1(13．腎1(16.：％嘉
荘

市：ー：ビ：恥．§輩．瓢闊

※ 0 ：異常なし I ：経過観察

n ：要指導（要注意）
直：要治療（要安静と入院加療を含む）

判定不能者等井川町12人，本荘市14人含まず

（）内％

（人）

912 

R 出稼者に対する循環器疾患管理方法の研究

出稼死亡者の73％が脳•心事故であることが出稼者に

おける重要な問題となっている．一方，昭和50年度井JII

町における出稼者の血圧検診によると，境界域高血圧

8.1%,高血圧40.5％であり，合わせて 48.5％と半数近

くの人たちに血圧異常がみとめられた．

高血圧者が出稼をすることにより，循環器にどのよう

な影響をうけるかについて調査を行う．

方法，内容，結果については資料の部 (P91)に報告

する．
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7. 母 子 衛 生 科

① 先天異常発生原因に関する研究（継続）

A 目的：「不幸な子どもをうまない運動」の一環と

して，ハイリスク児や，心身障害児発生要因の予知，予

防に役立てる．

B 方法：秋田大学医学部附属病院産婦人科で生ま

れ，出産時異常があり（定義略），入院，加療を行なっ

た児を対象として，出産前後の状況と，年 1回の健康診

断を 5オまで追跡する．

c 結果： 47年～50年4月までの対象児 145名，この
うち

i 5呻度健診実施対象 128名，受診者82名 (64.1 

％），このうち異常有所見者29名 (35.4%)

1i 未受診者に対する保健婦訪1:¥J63名，このうち訪

問実施36名で問題あり 1名．

R 母子保緯管理に関する研究（継続）

1. モデル地区（神岡町）における母子保健管理シス

テムに関する研究

A 目的：一般乳幼児保健指導，心身障害児早期発見

に関する母子保健管理システムについて，市町村の母子

保健管理の実際と問題点をとらえ，本県母子保健管理の

あり方の参考とする．

B 方法：神岡町（大曲保健所管内）において，健診

8. 栄

① 栄養指導効果に関する研究（継続）

栄旋指導管理を効果的に展開するために，昭和49年よ

り， 3か年計画として本荘市，仙北町，井川町にモデル

地区を設定し，高血圧者と糖尿病者の要管理者を対象に

栄養保健指導を行なって，その指導効果を検討するもの

である．

昭和5~度の関連謁査研究は次のとおりである．第 4

~6報については別途報告する．

1． モデル地区による栄喪保健指導管理の経過

（第4報）

仙北町，本荘市・石沢の高血圧者を対象とした第2

年次の調査成績を表 1~4に示した．

2. 化学調味料摂取調査・合宿スクーリングについて

（第5報）

保健指導を中心に（妊婦，新生児訪已吋制度，健康相談．

衛生教育，医療機関，地域組織活動等）その実態を把握

しつつ，改善を加えていく．

c 結果：健診事業を中心に，管理システムのアウト
ラインが確立されたが，一方問題点も浮ぼりにされた．

一部資料に掲載． （p ) 

2. 秋田県市IIIJ村母子保雌事業実態調査

A 目的：モデル町と県内市町村の比較において，ili

者の効果的方法の相互導入，展開の足がかりとする．

B 方法： 45年実態調査にあわせ，質呵紙法による，

県内 3ブロック会場で担当者の説明会開催，記入の上収

集．

c 結果：一部資料の部で報告する． （p ) 

R 母子保健管理システムにおけるアンケートの検

討

A 目的：本県乳幼児健診の効率化，能率化を計る目

的で作成されたアンケート活用の効果を分析し，あわせ

てその信頼性，妥当性の検討と母子保健管理の健診シス

テムの中におけるアソケートの役割を確立する．

B 方法：市町村乳幼児健診にあわせて使用のアソケ

ート用紙を収集，分析．

c 結果：一部資料の部で報告する． （p ) 

養 科

食塩摂取の関連から化学調味料の摂取状況を仙北町

で昭和50年6~7月の2か月問， 15世帯について調布

をした．

潤究結果

ハイ・ミー（複合化学調味料） 1人 1日当たり摂取帖

0.72'I土0.67'I (M土S.D.)

NaCl摂取趾 14.1'I土6.0'/

味の素（化学謁味料） 1人 1日当たり摂取量

0.92'1土0.47'I

NaCl摂取輩 12.0'i土4.69

調理別化学調味料使用状況を表5に示した．

高血圧者は通侶指導のなかで昭和50年9月5~6日

仙北町で合宿スクーリングを実施した．その内容など

について表6,図1に示した．
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表1. 栄養摂取量および栄養比率（ 1人1B当たりM土S.D.)

地 区（調査年月） 仙北町（昭和50.9) 本荘市（昭和50.9) 

性別• N 男 N=!5 I 女 N=24 男 N=14 I 女 N=20

工 ネ Iレ ギ Cal 2,347土 715 1,802土 511 2,284土 346 1,959土 558 

た ん 白 質 ， 86.0土 19.8 70.5土 24.3 84.1 土 16.5 73.4士 24.5

（動 たん） ， 42.0土 10.8 32.3土 14.9 36.9土 18.9 32.3土 19.4

脂 質 ， 37.0土］2.7 31.6土 12.8 37.3土 13.6 35.5土 24.2

（動 脂） ， 16.2土 7.4 12.9土 7.4 17.0土 10.9 15.0土 17.0

糖 質 ， 349.5土 153.6 303.6土 91.9 363土 111 330土 87 

力 Iレ シ ウ ム mg 598土 220 562土 245 SlS士 218 498土 209 

リ ソ mg I, 430土 319 1,115土 281 1,299土 204 I, 139土 358 

鉄 mg 14.9土 5.0 13.1 土 5.5 14.4土 3.0 13.7土 4.9 

食 塩 （分析値） g 14.5土 6.3 12.1 土 5.3 19.2土 6. I 14.9土 6.1 

ピ
A I.U. I, 536土 I,599 2,449土 2,884 822土 498 1,236土 695 

夕 B1 mg 0.96土 0.38 1.00土 0.35 0.92土 0.37 l.02土 0.50

ミ B2 mg I. 15土 0.48 0.94土 0.45 0.94土 0.23 0.89土 0.36
ン＇
C mg 70土 46 146土 112 65土 53 119土 75 

動 た ん 比 ％ 48土 ， 44土 II 43土 17 42土 18 

動 脂 比 ％ 44土 15 40土 17 47土 22 38土 21 

たん白質ニネルギー比 ％ 15土 3 16土 4 15土 3 15土 4 

脂質エネルギー比 ％ 15土 8 16土 6 15土 5 16土 6 

糖質エネルギー比 ％ 58土 10 67土 7 56土 5 67士 8 

穀類エネルギー比 ％ 49土 13 47土 ， 52土 13 53土 13 

アルコールエネルギー比 ％ 12土 12 

゜
14土 II 2土 4 

表2. 食品群別摂取星（ 1人1日当たりM土S.D.) ('I) 

地 区（調査年月） 仙北町（昭和50.9) 本荘市（昭和50.9) 

性別• N 男 N=l5 I 女 N=24 男 N=l4 I 女 N=20

殻 米 326土 210 231 土 78 285土 101 254土 101 

4ヽ 麦 類 16土 46 39土 93 95土 96 56土 94 

類 その他の穀類 31 土 63 

゜
4土 16 12土 52 

し、 も 類 12土 26 24土 28 

゜
18土 29 

砂 糖 類 3.1土 5.9 6.3土 9.8 1土 2 3土 6 

蔑 子 類 II 土 19 41 土 43 2土 8 8土 15 

油 脂 類 5.5土 8.0 9.5土 8.4 5土 5 12土 10 

穂 実 類 2.5土 9.0 

゜ ゜
1土 4 

大豆及び大豆餞品 108土 142 51 土 50 Ill 土 100 92土 88 

（み そ） 33土 27 27土 18 60土 25 40土 27 

そ の 他 の 豆 類

゜ ゜ ゜ ゜緑 黄 色 野 菜 22土 31 71 土 88 12土 16 34土 29 

その他の野菜・茸 類 336土 161 346土 185 247土 145 327土 146 

（野 菜 つ け 物） 114土 90 102土 53 86土 123 66土 59 

果 実 類 IOI 土 156 228土 281 244土 360 300土 309 

海 草 頬 3.5土 9.7 5.8土 14.0 4土 8 7土 16 

魚介類 1 生乾
物 123土 78 77土 64 70土 73 65土 51 

物 そ の 他 20土 25 32土 39 29土 29 28土 32 

獣 鳥 鯨 肉 類 34土 39 29土 35 48土 61 34土 47 
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卵

生
乳 製

酒

（ ）内は再掲

表3.

類

乳

品

類

28土 30

100土 125

33土 52

380土 361

8

1

3

2

 

3

8

6

7

 

土

土

土

土

7

2

0

5

 

2

4

3

1

 

37土 41

64土 89

21土 43

641土 588

28土 33

30土 71

14土 36

65土 l24

検 査 成 績 (M土S.D.)

地 区（調査年月）

性別• N 

身身 長虚

靡体 重 kg

測 体重増減率 ％ 

血最

圧最

血 ヘモグロビン 9/d¢ 

血清総たん白 g/d¢ 

液 血清総コレステロール
性 Ing/d¢

血清中性脂肪 11lg/d¢ 

状 I血糖 1ng/d¢

大 9llllHg

小 9llliHg

仙北町（昭和50.9) 

男 N=ll I女 N=22
157.8土 5.7 I 149.6土 5.3

58.8土 9.7 I 55.4土 7.2

+ 11土 14 I + 16土 15

142土 14 I 137土 21

88土 8 I 86土 12

本荘市（昭和50.9) 

男 N=l4 女 N=20

2

4

0

6

8

 

.

.

 
3

1

 

l

o

l

 

土

土

土

土

土

9

4

0

8

1

 

.

.

 
9

3

9

 

4

7

1

1

 

ー 13.7土1.4

7.5土Q.4

185土 35

85土 44

92土 26

+ 9土

152土

93土

―

―

 

5

8

3

 

l

l

l

 

13.7土1.2

7.3土 0.5

175土 38

+ 15土 12

5

0

 

l

l

 

土

土
5

5

 

4

8

 

ー

12.2土1.4

7.4土 0.4

178士 31

た
一

尿

検

査

糖

ん 白 (+) I名

(t¥-) I名

(t¥-) I名

異常者なし

c+) 1名
I 異常者なし
(tl-)1名．（＋）1名

表4. 自家用塩蔵品の調査（本荘市・石沢）

品 名［％i|品

わ ら び 100 か ぶ 72 

白 菜 100 ぜんまい 72 

梅 干 100 きのこ類 72 

な す 89 かたう り 50 

きゅ う り 89 体 菜 44 

しその葉 89 あ し、 しつ—•·・ 44 

はたはた 89 たけの子 39 

た＜ あん 83 

名 ％ 

表5． 調理別化学調味料使用状況（％）

昭和50.6~7 仙北町

調 理

み そ 汁 47 40 13 

みそ汁以外の汁物 60 27 13 

麺 類 の 汁 33 27 40 

か や き（鍋もの） 20 20 60 

煮 魚 27 33 40 

煮 付（主に野菜） 33 40 27 

煮 付

（主に動物性食品と野菜） 33 40 27 

1,ヽ た め 物 20 20 60 

酢 の 物 13 20 67 

ぁ え 物 20 33 47 

お ひ た し 類 53 6 41 

つ け も の 類 20 40 40 

揚 物 6 13 81 

かけしょうゆ，つけしょうゆ 13 20 67 

味 塩 27 33 40 

名 1冨靡I覧扁］勘芯
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表6． 第1日目 高血圧栄養保健管理指導のスクーリング合宿日程表 （秋仙荘）

12.00 1.| 00 2.00 3.00 4.| 00 5.00 6.00 7,1 00 8.00 9.00 

I I I I I l 
受 血 開オヨ 講

ク 健

講義 農高と
座 自 調 夕 映 入 自血就日 リン 払

康
圧

田
由 由圧， 二

の講‘ノ
桐
体 談

測 テ 話 操

＇ 
時 時測

l 
月 程 付 定 式シ 食事審査 会 間 理 食 画 浴 間定寝

5 担 伊信田 菊

課屡化 船木先生 悶町教塁会員熊先生谷i: ＂菊地趾田口翫導合四圧自 書 食館
田藤

藤田口 地 ロ 沢ヽ

日
会係主 科

主任健贋婦十名
古回 主島

当 長長任 長
富土樫田，，鈴今木野，，仙熊地北，石田

橋 任田 l生

第2日目 （仙北町公民館）

5.00 6.00 7.00 8.00 9,00 10.00 11.00 12.00 
I I I I l l I I 

1日 起 g 検診 自 朝
講面塁I : 血ア 閉採 Hb検笥血身診名受

ン‘， 
［ 

由
義血圧の 食生と

圧ヶ

圧体 T I 講

程に
処 測計—^  時 ル指 測ト

月 、一 血理尿診定測察部‘ーノ付 問 食 蓋伊 シ導 義 式i
6 担 健保 仁晶臨 羞島藤菊所菊会

今土

魯見lll症地畠藤田
1 g 秋儡生研究所衆；見公大保健1曲}l健1横手保)l健l角館保)r•北仙r悶者危の樫 地長ヽ 野田 糖地熊 鈴木 腐ロ

日
婦今 科係 係主 闘婦、婦、 、、1I 島主

当 2 野 長長1 長任 員IllifT: 
I 

一枷
150 

最

Jfn 140 

大

130 

120 

•—●男

o--o女

NO 

100 

90 

＼ 
最

圧

,lヽ 80 

10 

t 
u 

13:00 21:00 s:oo n:oo時

図I. 血圧値（平均）の変動

3. みそ汁塩分漿度テストを媒体とした栄養指導につ

いて（第6報）

高血圧管理指導を効果的に行なう目的で，昭和51年2

月20n,本荘市石沢において，みそ汁の塩分測定を即日

行ない低塩指導を試みた．測定結果について表7~13に

示した．

表7． みそ汁の食塩濃度の分布
-- - -- : 

-N-ac]%—冨．99] 言，言，言，＼｀ 2．o巴1計
男 N=61 ()  (17)1 (66)1 (17)1 ()I ()I (100) 

女 N=321(2ぎ!!(3;} (165I (6;I (195l （立亙
男・女N=38

(2](3闘(23;I (8叫:16;¥()¥ (10悶
再掲は岱 品 Ic 1~) le) 

評価・指導 1あ恥竺認以g↓ ↓ ↓ l 
→現状でよい ＼若干減らす ↓積極的に減らす

↓ ↓より栢極的に減らす （ ）は％

- 33 -



表8. みそ汁摂取杯数の分布 (1日） 表11. みそ汁身の量とみそ汁食塩濃度の関係

みそ汁杯数 I ~21 

N=61 2/ 

N=321 I 

男・女N=381 叶

掲 I (24) 

評価・箪｀］―

男

女

再

3
 

————~ 

7

7

 

4
 
I
-
2
1
-
8
1
-
0
1昌
＿

＼

ー

（

5
 

|

-

|

-

|

-

_

|

l
ー

7

7

 

6
 

2

)

 

|
-
2
1
-
0
1
-
2
l
1
3
1
＿
↓
 

l

l

(

 

7
 

みそ汁の身の量

多
一
普

1,ヽ 方

通

少 な し、 方

Iみそ汁 NaCl%(M土S.D.)

i 
1.21 

l.24 

0.98 

土 0.24 

土 0.28 

土 1. 18 

→ 

みそ汁杯数と米飯杯数との関係

米 飯

（ 

表9.

）は％

みそ汁杯数と食塩濃度の関係

0 ~ 3 

4 ~ 5 

杯

0 ~ 3 
4 ~ 5 

6 ~ 

M 

3

0

4

 

2

3

2

 

．
．
．
 

0

0

0

 

土

土

土

5

2

5

 

2

2

1

 

．
．
．
 

l

l

l

 

―

―

―

―

 

数 NaCl% (M土S.D.)

o 1.25土 0.20
9 1.25土 0.24
8 1.29土 0.02
9 1.21 土 0.32
8 1.28土 0.06
!i! 1.13土 0.25

1.17 

表JO.みそ汁調理者年令別のみそ汁食塩濃度との関係

謁理者年令別叶みそ汁 NaCl%(M土S.D.)

29 1 

I 

I 

表12.
,-

みそ汁杯数 1

I 4.2土 l.8

l 4.8土 1.o
I 5.4土 l.76 ~ 

表13.

数

2
5
7
0
5
0
9
0
心
ん

.

.

.

.
 l

l

 

0
1
0
0
 

土

土

土

土

土

土

杯

3
8

ふ
3
心
ー
~

2
4
3
4
7
5
 

8
0
8
0
8
0
 

米飯杯数とみそ汁食塩濃度の関係

米飯杯数

0 ~ 4 

5 ~ 6 

7 ~ 

4

9

 

2

2

 

．
．
 

0

0

 

土

土
2
2
2
0
2
2
 

．
．
．
 

l

l

l

 

『

-

―

みそ汁 NaCl%(M土S.D.)

o 1.27 土 0.15
!i! o. 19土 0.27
o 1.34 
!i! I. 19土 0.30

1.13 土 0.09 

30 

40 

39 1.16 土 0,15 

59 1.20 土 0.31 

60 1.27 土 0.27 

4. 食事買上方式栄蓑調在による計算値の食品群別荷

頂成分計算値および分析値の検討

凋査内容，方法及び結果は資料の部で報告する．（P!39)

5. 創負荷試験時における栄設調壺

糖尿病検診時に南秋田郡井川町男女89名を昭和50年10

月の 1日問および本荘市石沢の男女67名については12月

の1日問，面接聞とり方式 (MMM方式）による栄養調

査を行なった．調査成績を表14, 15に示した．

表14.

地

栄投摂取htおよび栄徒比率（ l人 1日当たりM土S.D.)

区（調査年月）

性

ェネルギ

たん白

（動ーた

脂

（動

糖

力

別

Iー一井 川 町（昭和50.10) | 
I男 N=68 l女 N=21 I 

Cal I 2,261 土 764 I 1,658土 381 I 2,276土

'I I 81.4土 27.s I 64.o土 20.? I s2.o土

'I I 37.2土 19.8 I 30.0土 18.4 I 36.6土

'I I 32.3土 15.7 I 24.9土 7.o I 28. I土

9 18.3土 13.1 I 11.1土 7.1 I 12.2土

9 | 363土 144 285土 72 363土

mg I 452土 181 I 380土 129 I 416土

mg I 1 l.4土 4.2 I 9.6土 2.? I 10.6土
塩'I I 17.8士 6.4 I 16.3土 4.3 I 20.4土

I.u. ! 1,260土 1,244 I 1, 268土 1,017 I 402土
mg I 1.02土 o.37 I o.86土 0.21 I o.97土

mg I o.87土 o.40 I o.73士 0.25 I o.80土

mg I 131 土 91I 153土 73 I 126土

N 

本

男

荘

N=61 

食

ビ
タ
ミ
ン

八／ シ

鉄

ウ

1

2

 

A

B

B

C

 

l

質

）

質

）

質

ム

ん

脂

710 

27.4 

22.3 

12.6 

8.1 

130 

172 

3.5 

7.9 

28 

0.47 

0.37 

102 

＿
市
i
1

1

1

（昭和50.12)

女 N=8 

I, 778土 572

66.5土 21.1

28.3土 12.6

30.0土 13.4

13.2土 9.2

306土 100

487 土 187

10.4土 3.5

17.8土 5.0

I, 598土 1,437

1.03土 0.46

0.87 土 0.33

226土 158
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動 た ん 比 ％ 45土 15 44土 14 43土 16 40士 10 

動 脂 比 ％ 53土 21 43土 20 63土 19 39土 14 

たん白質エネルギー比 ％ 15土 3 16土 3 15士 4 15土 2 

脂質エネルギー比 ％ 13土 5 14土 3 11土 4 15士 4 

穀類エネルギー比 ％ 59土 15 56土 13 60土 13 52土 14 

アルコールエネルギー比 ％ 7土 10 1土 4 10土 8 

゜
表15. 食品群別摂取量（ 1人1日当たりM土S,D.)

地 区（調査年月）

性別• N 

井川町（昭和50.10)

男 N=68 1 女 N=21

本荘市（昭和50.12)

男 N=61 I女 N=8
穀総 量

米 351土 191 I 242土 110
小麦類 65土 120 I 43土 76

類その他の穀類 o I o 
い も類 42土 66 I ?o土 90

砂糖類 l土 5 2土 5

菓子類 14士 s1 I 21土 33

油脂類 3士 5 5土 4

大豆及び大豆製品 108土 85 80土 45 

（みそ） 42土 23 I 36土 16

緑黄［色野菜 43土 68 I 43土 57

その他の野菜・茸類 226土 192 I 208土 102 

（野菜つけ物） 73土 68 I 44土 38

果実類 126土 16s I 194土 208

海草類 2土 3 I 2土 4

魚類！生 物 98土 94 96土 77

介 乾物その他 31土 48 I 42土 44

獣鳥鯨肉類 56土 65 I 15土 21

卵類 28土 40 I 26土 32

生乳 49土 109 I 37士 77

酒類 180土 260I 14土 62 I 

（ ）内は再掲
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4
9
6
3
1
6
2
8
2
9
9
7
6
3
8
2
0
4
1
2
3
8
6
1
0
4
0
3
7
3
4
2
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土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

士

土

6
6
3
7
8
2
5
2
8
5
2
5
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3
9
1
8
5
8
1
9
5
5
5
2
9
2
1
1
9
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8
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1
4
6
9
2
0
8
1
8
7
4
9
7
6
3
9
8
8
3
4
2
0
2
3
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土

土
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土

土

士

土

土

士

土

土

土

土

土

土

土

土

土

1
7
5
6
3
4
4
2
8
4
1
3
3
4
5
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3
6
9
3
5
0
1
7
8
4
3
8
2
0
2
3
 

2

1

2

3

 

30土 77 | 54士 85
247土 225 ; 0 

I 
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8. 脳卒中特対事業に係わる栄獲調査およびみそ汁塩

分濃度測定（協カ・指導）

秋田県が昭和印年に太田町，大雄村，雄勝11¥J'由利町

で高血圧要管理者，正常者の480名について栄養調査を

行なった．

これらの調査，集計，みそ汁塩分濃度の測定に協力を

した．

R 秋田県の食生活バターンに関する研究（継続）

県民の健康を守る対策のうえで，惰ましいfせ生活ペク

ーンの確立が必要である．

とくに，発育期の食生活が成要である．

昭和50年度は妊娠中の検査，乳児， 3歳児とその母親

の栄蓑調査を行なった．

また，秋Ill市内の給食弁当の栄蓑調査を行なった．調

査内容，方法．結果については資料の部で報告する．

1． 乳児と母親の栄投状況（第 1報） （Pl25) 
2. 3歳児と母親の栄養状況（第2報） （P 133) 

3. 秋田県・外兵品の食塩址および栄雅成分（第2

報）一→合食弁当について一 (P147)
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